
カリキュラム完全統合版



キャラクターAI 作成講座 

カリキュラム完全統合版 

 

案2ベース + 本質スパイス方式 + 運営改善パック統合版 

 

 

         運営の基本方針 

対象者 

偏差値40のIT専門学校生（実用成果が見えないと続かない層） 

ゴール設定 

- 「推しキャラAI」→「自己紹介」→「作品紹介」= 具体的でブレない 

- 全員完走設計 = 教師1人で運営可能 

- 就活で使えるポートフォリオ完成 

運営ルール 

1. 提出運用: 2025_クラス名_氏名_Day番号_種別.md でGoogle Driveに提出 

2. 評価配点: 自己紹介30点 / 作品紹介30点 / 改善20点 / 発表20点（計100点） 

3. 出口確認: 各コマ末5分「今日の1枚」提出（Google Formで回収） 

4. 席替え×バディ固定: 毎日席替え、レビュー相手は固定 

5. タイムキーパー役: 毎回交代で締切駆動を体験 

 

 

             5日間カリキュラム完全版 

Day 1: 楽しく入口づくり 

【午前セッション】90分: 推しキャラAI作成 

0-15分: 本質スパイス【人格とは】 

目的: AIの「人格」の本質を理解させる 

 



進行: 

 

1. 問いかけ(2分) 

 

   「AIに人格って持たせられると思う?」 

 

   → 生徒の反応を拾う 

 

2. 本質の提示(3分) 

 

   「AIの人格 = 役割 + 口調 + 価値観 + 禁止事項」 

 

    

 

   ホワイトボードに書く: 

 

   ┌─────────────────┐ 

 

   │ 役割: 何者として振る舞うか  │ 

 

   │ 口調: どう話すか      │ 

 

   │ 価値観: 何を重視するか    │ 

 

   │ 禁止事項: やってはいけないこと │ 

 

   └─────────────────┘ 

 

3. デモ(10分) 

 

   同じ質問「プログラミングが難しいです」に対して: 

 

    

 

   A: 優しい先生AI 

 

   「大丈夫、みんな最初は難しいよ。 

 

    どこでつまずいてる?一緒に見てみよう」 

 

    

 



   B: 厳しい先生AI 

 

   「難しいのは当たり前。 

 

    エラーメッセージは読んだ?まずそこから」 

 

    

 

   → 違いを生徒に気づかせる 

 

   → 「設定次第で性格が変わる」を体感 

 

配布物: なし（口頭説明のみ） 

 

 

15-30分: 見本カード配布・説明 

目的: 良い人格設定の具体例を見せる 

 

進行: 

 

1. 見本カード配布(2分) 

 

   「推しキャラAI」の見本を1枚配布 

 

2. 構造分解(8分) 

 

   見本を使って4要素を指摘: 

 

   - この設定の「役割」はどこ? 

 

   - 「口調」の指定は? 

 

   - 「価値観」は何を重視してる? 

 

   - 「禁止事項」は? 

 

3. 悪い例との比較(5分) 

 

   NG例: 「優しくて面白いキャラ」 

 

   → 抽象的すぎて伝わらない 



 

    

 

   OK例: 「役割:お兄ちゃん / 口調:タメ口だけど敬語も使える 

 

         / 価値観:妹思い・努力家 / 禁止:説教」 

 

   → 具体的で再現可能 

 

配布物A: 見本カード 

 

【推しキャラAI 見本】 

 

あなたは「頼れるお姉ちゃんキャラ」です。 

 

口調は「丁寧だけど親しみやすい」。 

 

価値観は「応援・成長サポート・前向き」。 

 

次は禁止：「否定的な言葉・説教・難しい専門用語」。 

 

以降は次の形式で答えてください： 

 

[理解確認] あなたの状況は○○ってことかな? 

 

[分析] ○○が原因かもしれないね 

 

[提案] 1) ○○してみたら? 2) ○○も試してみる? 

 

[理由] なぜなら○○だから 

 

[次のステップ] まず○○からやってみよう! 

 

 

30-70分: 推しキャラAI作成 

目的: 自分の推しキャラAIを実装 

 

進行: 

 

1. テンプレート配布(5分) 

 



   穴埋め式のテンプレートを配布・説明 

 

2. 個別作業(30分) 

 

   - 好きなキャラを思い浮かべる 

 

   - テンプレートの穴を埋める 

 

   - ChatGPT/Geminiに設定を入力 

 

   - 会話して確認 

 

    

 

   【教師の巡回ポイント】 

 

   - 抽象的な表現を具体化させる 

 

   - 「優しい」→「どんな風に優しい?」 

 

   - 「面白い」→「どんな時に面白い?」 

 

3. トラブルシューティング(5分) 

 

   よくある問題と対処法を共有: 

 

   - AIが設定を守らない → もっと具体的に書く 

 

   - 会話がつまらない → 価値観を増やす 

 

配布物B: 人格設定テンプレート（穴埋め式） 

 

【AIの人格設定シート】 

 

あなたは「{役割を書く}」です。 

 

例: 優しいお姉ちゃん / クールな先輩 / 明るい後輩 

 

口調は「{口調を書く}」。 

 

例: 丁寧語 / タメ口 / 関西弁 

 



価値観は「{価値観1}・{価値観2}・{価値観3}」。 

 

例: 応援する・成長を見守る・前向き 

 

次は禁止：「{禁止事項を書く}」。 

 

例: 否定的な言葉・説教・専門用語 

 

以降は次の形式で答えてください： 

 

[理解確認] … 

 

[分析] … 

 

[提案] 1) … 2) … 

 

[理由] … 

 

[次のステップ] … 

 

 

70-90分: 発表タイム 

目的: 作ったAIを共有し、成功体験を得る 

 

進行: 

 

1. ペアで共有(10分) 

 

   隣同士で: 

 

   - 自分の推しキャラを紹介 

 

   - 実際の会話例を見せる 

 

   - 相手の推しと会話してみる 

 

2. 全体共有(8分) 

 

   挙手制で2-3人発表 

 

   - どんなキャラ? 



 

   - どんな会話ができた? 

 

   - 工夫したポイントは? 

 

3. まとめと宿題確認(2分) 

 

   - 午後は「専門家AI」を3つ作る 

 

   - 明日までに自分の作品資料を持ってくる 

 

出口確認(5分追加) 

 

Google Form提出: 

 

- 今日作った推しキャラの名前と特徴（1文） 

 

- スクリーンショット（任意） 

 

- 困ったこと（あれば） 

 

 

【午後セッション】90分: 専門家AI作成（3種類） 

0-10分: 本質スパイス続き【人格の具体化】 

目的: 人格に「資料」を与えると精度が上がることを理解 

 

進行: 

 

1. 復習(2分) 

 

   「午前は推しキャラAIを作ったね。 

 

    人格 = 役割 + 口調 + 価値観 + 禁止事項」 

 

2. 新しい概念(3分) 

 

   「人格に『資料』を与えると、さらに賢くなる」 

 

    

 



   Before: 「あなたはエンジニアです」 

 

   → 漠然としたエンジニア 

 

    

 

   After: 「あなたはエンジニアです。以下のコード設計を参考に…」 

 

   → 具体的な文脈を持ったエンジニア 

 

3. デモ(5分) 

 

   「この作品を説明して」と質問: 

 

    

 

   資料なしAI: 

 

   「良い作品ですね」（当たり障りない） 

 

    

 

   資料ありAI: 

 

   「データベース設計が○○で、ユーザビリティが○○ですね」 

 

   （具体的） 

 

 

10-25分: 3枚カード配布 

目的: 3種類の専門家AIの設定を理解 

 

進行: 

 

1. カード配布(5分) 

 

   高校生AI / エンジニアAI / 経営者AIの 

 

   3枚のカードを配布 

 

2. それぞれの特徴説明(10分) 



 

    

 

   【高校生AI】 

 

   用途: 作品を一般の人にもわかりやすく説明する練習 

 

   重視: わかりやすさ・例え・用語説明 

 

    

 

   【エンジニアAI】 

 

   用途: 技術的な質問に答える練習 

 

   重視: 再現性・ベストプラクティス・トレードオフ 

 

    

 

   【経営者AI】 

 

   用途: 価値や効果を説明する練習 

 

   重視: 価値・リスク・費用対効果 

 

配布物C: 専門家AI 3枚カード 

 

┌─────────────────────────────┐ 

 

│      高校生AIカード              │ 

 

├─────────────────────────────┤ 

 

│役割: 高校生にもわかる解説者        │ 

 

│口調: やさしい / 丁寧            │ 

 

│価値観: わかりやすさ・例え・用語説明  │ 

 

│禁止: 専門用語の無説明            │ 

 

│                               │ 



 

│【ChatGPT/Geminiに入力する設定】  │ 

 

│                               │ 

 

│あなたは高校生にもわかる解説者です。  │ 

 

│口調はやさしく丁寧。              │ 

 

│価値観はわかりやすさ・例え・        │ 

 

│用語説明を重視。                 │ 

 

│専門用語を無説明で使うのは禁止。    │ 

 

│                               │ 

 

│以降は次の形式で答えてください:     │ 

 

│[理解確認] …                    │ 

 

│[わかりやすく説明] …             │ 

 

│[例え] …                       │ 

 

│[専門用語の補足] …               │ 

 

│[次のステップ] …                │ 

 

│                               │ 

 

│【初回プロンプト】                │ 

 

│「中学生にもわかる比喩を1つ入れて  │ 

 

│ 説明してください。専門用語が出たら │ 

 

│ 必ず括弧で補足してください。」    │ 

 

└─────────────────────────────┘ 

 

┌─────────────────────────────┐ 



 

│     エンジニアAIカード           │ 

 

├─────────────────────────────┤ 

 

│役割: 現場のエンジニア            │ 

 

│口調: 端的 / 簡潔                │ 

 

│価値観: 再現性・ベストプラクティス・ │ 

 

│      トレードオフ              │ 

 

│禁止: 根拠なしの断定              │ 

 

│                               │ 

 

│【ChatGPT/Geminiに入力する設定】  │ 

 

│                               │ 

 

│あなたは現場のエンジニアです。      │ 

 

│口調は端的で簡潔。               │ 

 

│価値観は再現性・ベストプラクティス・ │ 

 

│トレードオフを重視。              │ 

 

│根拠なしの断定は禁止。            │ 

 

│                               │ 

 

│以降は次の形式で答えてください:     │ 

 

│[要点] …                       │ 

 

│[利点] …                       │ 

 

│[欠点] …                       │ 

 

│[代替案] …                     │ 



 

│[実装のポイント] …              │ 

 

│                               │ 

 

│【初回プロンプト】                │ 

 

│「コード/設計/運用の3視点で       │ 

 

│ 要点→利点→欠点→代替案を       │ 

 

│ 列挙してください。」             │ 

 

└─────────────────────────────┘ 

 

┌─────────────────────────────┐ 

 

│     経営者AIカード              │ 

 

├─────────────────────────────┤ 

 

│役割: 採用と事業を見ている人       │ 

 

│口調: 簡潔 / ビジネスライク        │ 

 

│価値観: 価値・リスク・費用対効果    │ 

 

│禁止: 細部の技術自慢              │ 

 

│                               │ 

 

│【ChatGPT/Geminiに入力する設定】  │ 

 

│                               │ 

 

│あなたは採用と事業を見ている       │ 

 

│経営者です。                    │ 

 

│口調は簡潔でビジネスライク。       │ 

 

│価値観は価値・リスク・費用対効果を  │ 



 

│重視。                         │ 

 

│細部の技術自慢は禁止。            │ 

 

│                               │ 

 

│以降は次の形式で答えてください:     │ 

 

│[価値提案] …                   │ 

 

│[対象顧客] …                   │ 

 

│[効果指標] …                   │ 

 

│[リスクと軽減策] …              │ 

 

│[次の一手] …                   │ 

 

│                               │ 

 

│【初回プロンプト】                │ 

 

│「価値提案→対象顧客→効果指標→   │ 

 

│ リスクと軽減策→次の一手の順で    │ 

 

│ 教えてください。」              │ 

 

└─────────────────────────────┘ 

 

 

25-60分: 3つのAI作成 

目的: 3種類の専門家AIを実装 

 

進行: 

 

1. 作業説明(5分) 

 

   - 3枚のカードの設定をそれぞれコピペ 

 



   - ChatGPT/Geminiで3つのAIを作る 

 

   - 別々のチャットウィンドウを使う推奨 

 

2. 個別作業(25分) 

 

   【作業の流れ】 

 

   各AIごとに: 

 

   1) カードの設定文をコピペ 

 

   2) 「理解しました」などの返答を確認 

 

   3) 初回プロンプトを入力 

 

   4) 動作確認 

 

    

 

   【教師の巡回ポイント】 

 

   - 3つのAIを別々に作っているか確認 

 

   - 設定がきちんと反映されているかチェック 

 

3. トラブルシューティング(5分) 

 

   - AIが混ざってしまった → 別のチャットで 

 

   - 設定が反映されない → もう一度貼り直し 

 

 

60-85分: 自分の作品を紹介実験 

目的: 3つのAIの反応の違いを体験 

 

進行: 

 

1. 実験の説明(5分) 

 

   「自分の作品を3つのAIに説明してみよう」 



 

   → 反応の違いに注目 

 

2. 個別実験(15分) 

 

   各AIに「私はこんな作品を作りました」と説明: 

 

    

 

   高校生AI: 

 

   「すごい!それって○○みたいな感じ?」 

 

   → わかりやすい反応 

 

    

 

   エンジニアAI: 

 

   「データベースは何を使った?」 

 

   → 技術的な質問 

 

    

 

   経営者AI: 

 

   「誰のどんな課題を解決する?」 

 

   → ビジネス視点の質問 

 

3. 気づきの共有(5分) 

 

   ペアで: 

 

   - どのAIが一番反応が違った? 

 

   - それぞれ何を重視してる? 

 

   - 明日からこれをどう使う? 

 

 



85-90分: 明日の予告 

進行: 

 

1. 今日のまとめ(2分) 

 

   - 人格 = 役割 + 口調 + 価値観 + 禁止事項 

 

   - 資料を与えるとさらに賢くなる 

 

   - 相手によって反応が変わる 

 

2. 明日の予告(2分) 

 

   「明日は自己紹介文を完成させます」 

 

   - 今日作った3つのAIが活躍 

 

   - 自分の経験をAIと一緒に掘り起こす 

 

3. 持ち物確認(1分) 

 

   - 自分の作品資料 

 

   - 頑張った経験のメモ 

 

配布物D: 持参すべき資料チェックリスト 

 

【明日持ってくるもの】 

 

□ 自分の作品資料(プリントでもデータでも) 

 

□ 作品の説明文(あれば) 

 

□ 頑張った経験のメモ 

 

  - いつ 

 

  - 何をした 

 

  - どんな結果になった 

 

  - 数字があれば最高 



 

※なくても大丈夫!AIと一緒に思い出します 

 

配布物E: 証拠チェックリスト（全日使用） 

 

┌─────────────────────────────┐ 

 

│   証拠チェックリスト              │ 

 

│   AI質問対応＆具体化ガイド       │ 

 

├─────────────────────────────┤ 

 

│                               │ 

 

│提出前に必ず確認:                │ 

 

│最低4つ✓がないと空虚!            │ 

 

│                               │ 

 

│━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━│ 

 

│                               │ 

 

│□ 課題・目的                    │ 

 

│  誰のどんな困りごとを解決？      │ 

 

│                               │ 

 

│  例: 「高齢者がスマホ操作に       │ 

 

│      30分かかり困っていた」     │ 

 

│                               │ 

 

│━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━│ 

 

│                               │ 

 

│□ 数値データ                    │ 



 

│  規模・時間・効果は？            │ 

 

│  (○件、○％、○時間、○人)        │ 

 

│                               │ 

 

│  例: 「5名でテスト」            │ 

 

│      「操作時間を30秒に短縮」    │ 

 

│                               │ 

 

│━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━│ 

 

│                               │ 

 

│□ 選択理由                      │ 

 

│  なぜその技術・方法を選んだ？    │ 

 

│                               │ 

 

│  例: 「音声入力を採用。          │ 

 

│      理由は指の動きが不要なため」│ 

 

│                               │ 

 

│━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━│ 

 

│                               │ 

 

│□ 改善結果                      │ 

 

│  Before/Afterで何が変わった？   │ 

 

│                               │ 

 

│  例: 「改善前: 入力ミス10回      │ 

 

│      改善後: 入力ミス2回」      │ 



 

│                               │ 

 

│━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━│ 

 

│                               │ 

 

│□ 客観的評価                    │ 

 

│  第三者の評価やデータは？        │ 

 

│                               │ 

 

│  例: 「5名中4名が『前より楽』」  │ 

 

│      「教員から『視点が良い』」  │ 

 

│                               │ 

 

│━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━│ 

 

│                               │ 

 

│□ 制約条件                      │ 

 

│  期限・予算・環境は？            │ 

 

│                               │ 

 

│  例: 「2ヶ月以内」              │ 

 

│      「無料ツールのみ」          │ 

 

│      「4人チームで開発」        │ 

 

│                               │ 

 

│━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━│ 

 

│                               │ 

 

│【空虚ワードNG】                │ 



 

│× すごい/やばい/神              │ 

 

│○ 具体的な数字・事実で示す       │ 

 

│                               │ 

 

│【AIの質問に答えられない時】      │ 

 

│→ この6項目のどれかが不足        │ 

 

│→ 明日までに埋めよう！           │ 

 

│                               │ 

 

└─────────────────────────────┘ 

 

出口確認(5分) 

 

Google Form提出: 

 

- 3つのAI(高校生/エンジニア/経営者)を作成できたか 

 

- それぞれのAIの反応の違いを体験できたか 

 

- 困ったこと（あれば） 

 

Day 1の提出物: 

 

- なし（翌日以降から提出開始） 

 

 

Day 2: 自己紹介文完成 

【午前セッション】90分: 素材出し 

0-10分: 本質スパイス【思考の論理】 

目的: 良いAIの思考プロセスを理解 

 

進行: 

 



1. 問いかけ(2分) 

 

   「良いAIと悪いAIの違いって何だと思う?」 

 

2. 本質の提示(3分) 

 

   「良いAIの思考: 質問→確認→選択肢→結論→理由」 

 

    

 

   ホワイトボードに: 

 

   ┌──────────────────┐ 

 

   │質問: 何を聞かれてる?    │ 

 

   │確認: 前提は合ってる?    │ 

 

   │選択肢: どんな道がある?  │ 

 

   │結論: これがおすすめ     │ 

 

   │理由: なぜなら○○       │ 

 

   └──────────────────┘ 

 

3. デモ(5分) 

 

   質問「自己紹介どう書けばいい?」 

 

    

 

   悪いAI: 

 

   「頑張ったことを書きましょう」 

 

   → いきなり結論、理由なし 

 

    

 

   良いAI: 

 



   「[確認]就活用ですか? 

 

    [選択肢]①丁寧版②熱意版③ストーリー版があります 

 

    [結論]まず丁寧版がおすすめ 

 

    [理由]書類選考で好印象だから 

 

    [次]どんな経験を強調したいですか?」 

 

   → プロセスが見える 

 

 

10-25分: 見本カード確認 

目的: 良い自己紹介の構造を理解 

 

進行: 

 

1. 見本カード配布(3分) 

 

   良い自己紹介の例を配布 

 

2. 構造分解(10分) 

 

   見本を4つに分解: 

 

    

 

   ┌────────────────┐ 

 

   │①導入(結論)        │ 

 

   │ 「私は○○です」    │ 

 

   ├────────────────┤ 

 

   │②強み            │ 

 

   │ 「○○が得意」     │ 

 

   ├────────────────┤ 



 

   │③証拠            │ 

 

   │ 「実際に○○した」  │ 

 

   │ →数字・比較・評価 │ 

 

   ├────────────────┤ 

 

   │④締め            │ 

 

   │ 「○○で貢献したい」│ 

 

   └────────────────┘ 

 

3. 悪い例との比較(2分) 

 

   NG: 「頑張り屋です。よろしく」 

 

   → 抽象的、証拠なし 

 

    

 

   OK: 「チーム開発が得意です。 

 

       前回のプロジェクトでリーダーを務め、 

 

       納期より3日早く完成させました」 

 

   → 具体的、証拠あり 

 

配布物F: 自己紹介見本カード 

 

【自己紹介 見本】 

 

■ 30秒版（130-150字） 

 

【結論】 

 

私はユーザー視点を大切にする 

 

Web開発者です。 



 

【証拠】 

 

前回の卒業制作では、高齢者向けアプリを制作し、 

 

実際に5名の方に使っていただき、 

 

「ボタンが大きくて見やすい」と 

 

高評価をいただきました。 

 

【価値】 

 

この経験を活かし、 

 

誰にでも使いやすいシステム開発で 

 

貴社に貢献したいと考えています。 

 

ーーー 

 

■ 400字版 

 

【一言結論】 

 

私はユーザーの声を形にする 

 

Web開発者です。 

 

【具体エピソード】 

 

卒業制作で高齢者向けアプリを開発しました。 

 

当初、デザインが複雑で「使いづらい」という 

 

フィードバックを受けました。 

 

そこで、実際に5名の高齢者の方に 

 

インタビューを行い、ボタンサイズを2倍にし、 

 

色のコントラストを改善しました。 



 

結果、「見やすくなった」「操作が簡単」と 

 

評価が大きく向上し、 

 

教員からも「ユーザー目線が素晴らしい」と 

 

講評をいただきました。 

 

【学びと再現性】 

 

この経験から、技術だけでなく 

 

ユーザーの実際の声を聞くことの 

 

重要性を学びました。 

 

【志向】 

 

今後も、技術とユーザー視点を両立させ、 

 

多くの人に喜ばれるシステム開発に 

 

携わりたいと考えています。 

 

 

25-40分: 穴埋めテンプレ記入 

目的: 自己紹介の材料を整理 

 

進行: 

 

1. テンプレート配布(5分) 

 

   穴埋め式のテンプレートを配布 

 

2. 個別作業(10分) 

 

   テンプレートの穴を埋める: 

 

   - 頑張ったこと 

 



   - そのときの強み 

 

   - 具体例(数字・比較) 

 

    

 

   【教師の巡回ポイント】 

 

   - 抽象的な表現を具体化 

 

   - 「頑張った」→「何時間?何をした?」 

 

   - 「すごい」→「誰がそう言った?数字は?」 

 

配布物G: 自己紹介テンプレート（穴埋め式） 

 

【自己紹介 穴埋めテンプレート】 

 

■ 30秒版（130-150字目安） 

 

【結論】 

 

私は{強み/特徴}を持つ{属性}です。 

 

【証拠】 

 

{具体例: いつ/何を/どうした}、 

 

{数字: ○件/○％/○時間}の成果を上げました。 

 

{第三者評価: 誰が/どう評価した}。 

 

【価値】 

 

この強みで{相手/組織}に 

 

{貢献内容}を提供します。 

 

ーーー 

 

■ 400字版 

 



1. 【一言結論】(強み×提供価値) 

 

私は{      }です。 

 

2. 【具体エピソード】 

 

状況: {どんな状況だった?} 

 

行動: {何をした?} 

 

結果: {どうなった?} 

 

      ▶数字: {○件/○％/○時間} 

 

      ▶比較: {Before → After} 

 

      ▶第三者評価: {誰が/どう言った} 

 

3. 【学びと再現性】 

 

この経験から{      }を学びました。 

 

次回は{      }に活かせます。 

 

4. 【志向】 

 

{どんな環境}で{どんな貢献}をしたいです。 

 

ーーー 

 

【記入のコツ】 

 

□ 抽象的な言葉(頑張った/すごい/やばい)は使わない 

 

□ 必ず数字を入れる 

 

□ Before/Afterで変化を示す 

 

□ 誰かの評価があれば書く 

 

 



40-75分: AIと対話で素材掘り起こし 

目的: AIとの対話で経験を深掘り 

 

進行: 

 

1. プロンプト配布・説明(5分) 

 

   「カウンセラーAI」のプロンプトを配布 

 

   → 昨日作った高校生AIに入力 

 

2. 個別対話(25分) 

 

   AIと会話しながら: 

 

   - 頑張った経験を思い出す 

 

   - 具体的な数字を引き出す 

 

   - 第三者の評価を思い出す 

 

    

 

   【AIとの対話例】 

 

   学生:「文化祭で出し物をしました」 

 

   AI:「何人くらい来てくれましたか?」 

 

   学生:「50人くらい」 

 

   AI:「その中で印象的な反応はありましたか?」 

 

   学生:「先生が『企画が面白い』と言ってくれました」 

 

   → こうやって具体化 

 

3. まとめ(5分) 

 

   AIとの対話内容をテンプレートに転記 

 

配布物H: カウンセラーAIプロンプト 



 

【カウンセラーAI プロンプト】 

 

※昨日作った「高校生AI」または新しいチャットに 

 

  以下をコピペしてください 

 

ーーーここからーーー 

 

あなたは親身なキャリアカウンセラーです。 

 

学生の経験を丁寧に聞き出し、 

 

魅力的な自己紹介文の材料を整理してください。 

 

口調はやさしく、共感的に。 

 

価値観は傾聴・具体化・ポジティブ変換を重視。 

 

説教や否定は禁止。 

 

以下の順序で質問してください: 

 

1. これまで一番頑張ったことは何ですか? 

 

2. そのとき何が大変でしたか? 

 

3. どう乗り越えましたか?(具体的な行動) 

 

4. 結果どうなりましたか? 

 

   ▶できれば数字で教えてください 

 

   (○時間、○人、○％など) 

 

5. 誰かから評価やコメントをもらいましたか? 

 

6. そこから何を学びましたか? 

 

7. 次にどう活かせそうですか? 

 

質問は1つずつ、相手の回答を待ってから 



 

次の質問をしてください。 

 

最後に、これらをまとめて 

 

自己紹介の材料として整理してください。 

 

ーーーここまでーーー 

 

 

75-90分: 素材整理 

目的: AIとの対話内容を整理 

 

進行: 

 

1. 整理作業(10分) 

 

   - AIとの対話から重要な部分を抜き出す 

 

   - 穴埋めテンプレートに転記 

 

   - 数字・比較・評価を確認 

 

2. ペア確認(5分) 

 

   隣同士で: 

 

   - 証拠チェックリスト(Day1配布)を見ながら確認 

 

   - 数字はある? 

 

   - 比較はある? 

 

   - 第三者評価はある? 

 

出口確認(5分) 

 

Google Form提出: 

 

- 穴埋めテンプレートの記入が完了したか 

 



- AIとの対話で新しい気づきがあったか 

 

- 午後に向けての準備状況 

 

 

【午後セッション】90分: 3バージョン仕上げ 

0-40分: AIで3バージョン作成 

目的: 用途別に3つの自己紹介を作成 

 

進行: 

 

1. 3バージョンの説明(5分) 

 

    

 

   【丁寧版】書類選考用 

 

   - フォーマル 

 

   - 読みやすさ重視 

 

   - 構造がしっかり 

 

    

 

   【熱意版】面接用 

 

   - 感情も込める 

 

   - エピソードを厚く 

 

   - 人柄が伝わる 

 

    

 

   【ストーリー版】印象重視 

 

   - 物語性 

 

   - 記憶に残る 



 

   - インパクト 

 

2. 個別作業(30分) 

 

   午前に作った材料を使って、 

 

   AIと一緒に3バージョン作成: 

 

    

 

   プロンプト例: 

 

   「以下の材料を使って、 

 

    書類選考用の丁寧な自己紹介文(400字)を 

 

    作成してください。 

 

    構造: 結論→エピソード→学び→志向」 

 

    

 

   【材料】 

 

   <<<午前の穴埋めテンプレート内容>>> 

 

3. トラブルシューティング(5分) 

 

   - 3バージョンの違いが出ない 

 

     → それぞれの用途を明確に指示 

 

   - 長すぎる/短すぎる 

 

     → 文字数を明示して再依頼 

 

 

40-70分: 専門家AIでブラッシュアップ 

目的: 3つの専門家AIに見せて改善 

 



進行: 

 

1. ブラッシュアップの説明(5分) 

 

   昨日作った3つのAI 

 

   (高校生/エンジニア/経営者)に 

 

   自己紹介文を見せて、 

 

   フィードバックをもらう 

 

2. 重要ルールの確認(5分) 

 

    

 

   ┌───────────────────┐ 

 

   │証拠必須ルール          │ 

 

   ├───────────────────┤ 

 

   │□ 数字がない → 追加   │ 

 

   │□ 比較がない → 追加   │ 

 

   │□ 第三者評価がない → 追加│ 

 

   │                      │ 

 

   │空虚な形容詞は禁止:     │ 

 

   │× すごい / やばい / 神 │ 

 

   │○ 50人集まった        │ 

 

   │○ 3日早く完成         │ 

 

   │○ 教員から高評価       │ 

 

   └───────────────────┘ 

 



3. 個別作業(15分) 

 

   各AIに自己紹介文を見せる: 

 

    

 

   【エンジニアAIへ】 

 

   「この自己紹介文を技術者目線で評価してください。 

 

    証拠は十分ですか?具体性はありますか?」 

 

    

 

   【経営者AIへ】 

 

   「この自己紹介文を採用担当者目線で評価してください。 

 

    価値提案は明確ですか?」 

 

    

 

   【高校生AIへ】 

 

   「この自己紹介文は誰にでもわかりますか? 

 

    専門用語が多すぎませんか?」 

 

4. フィードバックを元に修正(5分) 

 

   各AIからの指摘を反映 

 

 

70-85分: ペアレビュー 

目的: 相互に証拠チェック 

 

進行: 

 

1. ペア組み(2分) 

 

   Day1から固定のバディと組む 



 

2. 相互レビュー(10分) 

 

   証拠チェックリストを使って: 

 

    

 

   【チェック項目】 

 

   □ 数字がある?(○件/○％/○時間) 

 

   □ 比較がある?(Before/After) 

 

   □ 第三者評価がある?(誰が/どう言った) 

 

   □ 抽象的な表現はないか? 

 

    

 

   良い例: 

 

   「チームで協力して開発しました」 

 

   → △ (抽象的) 

 

    

 

   「4人チームでリーダーを務め、 

 

    週1回ミーティングを開催し、 

 

    全員の意見を取り入れて設計しました」 

 

   → ◎ (具体的) 

 

3. フィードバック共有(3分) 

 

   相手からの指摘をメモ 

 

 



85-90分: 最終調整 

目的: フィードバックを反映 

 

進行: 

 

1. 個別作業(3分) 

 

   ペアレビューでの指摘を反映 

 

2. 提出確認(2分) 

 

   ファイル名: `2025_クラス名_氏名_Day2_自己紹介.md` 

 

    

 

   内容: 

 

   - 30秒版 

 

   - 丁寧版(400字) 

 

   - 熱意版(400字) 

 

   - ストーリー版(400字) 

 

    

 

   提出先: Google Driveの指定フォルダ 

 

出口確認(5分) 

 

Google Form提出: 

 

- 3バージョンの自己紹介文を完成できたか 

 

- 証拠チェックリストを満たしているか 

 

- 困ったこと（あれば） 

 

Day 2の提出物: 

 

ファイル名: 2025_クラス名_氏名_Day2_自己紹介.md 



 

【内容】 

 

# 自己紹介 3バージョン 

 

## 30秒版 

 

(130-150字) 

 

## 丁寧版(書類選考用) 

 

(400字) 

 

## 熱意版(面接用) 

 

(400字) 

 

## ストーリー版(印象重視) 

 

(400字) 

 

 

Day 3: 作品紹介＆質疑準備 

【午前セッション】90分: 3面作り 

0-10分: 本質スパイス【ドメイン知識】 

目的: 資料を与えると精度が劇的に上がることを体感 

 

進行: 

 

1. 復習(2分) 

 

   Day1: 人格 = 役割 + 口調 + 価値観 + 禁止 

 

   Day2: 論理 = 質問→確認→選択肢→結論→理由 

 

2. 新しい概念(3分) 

 

   「ドメイン知識 = 特定分野の専門情報」 

 



    

 

   Before: 「あなたはエンジニアです」 

 

   → 一般的なエンジニア知識のみ 

 

    

 

   After: 「あなたはエンジニアです。 

 

          以下は私が作ったシステムの設計書です…」 

 

   → その作品についての深い理解 

 

3. Before/Afterデモ(5分) 

 

   質問「私の作品を評価してください」 

 

    

 

   資料なしAI: 

 

   「頑張りましたね。良い作品だと思います」 

 

   → 当たり障りない 

 

    

 

   資料ありAI: 

 

   「データベース正規化がされていて良いですね。 

 

    ただUIの○○部分は改善の余地があります」 

 

   → 具体的で的確 

 

 

10-25分: 作品紹介見本カード 

目的: 良い作品紹介の構造を理解 

 

進行: 



 

1. 見本カード配布(3分) 

 

   良い作品紹介の例を配布 

 

2. 構造分解(10分) 

 

   見本を4つに分解: 

 

    

 

   ┌────────────────┐ 

 

   │①何を(What)        │ 

 

   │ 作品の概要        │ 

 

   ├────────────────┤ 

 

   │②なぜ(Why)         │ 

 

   │ 作った理由・課題   │ 

 

   ├────────────────┤ 

 

   │③工夫(How)         │ 

 

   │ 技術・デザイン    │ 

 

   ├────────────────┤ 

 

   │④成果(Result)      │ 

 

   │ 結果・評価        │ 

 

   └────────────────┘ 

 

3. 3面の説明(2分) 

 

   同じ作品でも、相手によって 

 

   強調するポイントが変わる: 



 

    

 

   技術者向け → 実装詳細 

 

   一般向け → わかりやすさ 

 

   経営者向け → 価値・効果 

 

配布物I: 作品紹介見本カード 

 

【作品紹介 見本】 

 

■ 技術者向け 

 

【課題/要件】 

 

高齢者が使いづらいと感じる 

 

既存アプリの改善 

 

【アーキテクチャ構成】 

 

- フロントエンド: HTML/CSS/JavaScript 

 

- バックエンド: Python (Flask) 

 

- データベース: SQLite 

 

- デプロイ: Heroku 

 

【主要技術/選定理由】 

 

ボタンサイズを通常の2倍(80px)に設定。 

 

理由: 高齢者の指の可動域を考慮。 

 

色のコントラスト比を4.5:1以上に。 

 

理由: WCAG 2.1のアクセシビリティ基準準拠。 

 

【実装の肝】 



 

```python 

 

# ボタンサイズを動的に変更 

 

def サイズ調整(利用者年齢): 

 

    if 利用者年齢 >= 65: 

 

        return "80px" 

 

    else: 

 

        return "40px" 

 

【テスト/運用】 5名の高齢者にユーザビリティテスト実施。 全員が「使いやすい」と評

価。 

 

ーーー 

 

■ 一般向け 

 

【困りごと】 おじいちゃん・おばあちゃんが スマホアプリを使うとき、 「ボタンが小さ

い」「どこを押せばいいかわからない」 と困っていました。 

 

【解決イメージ】 ボタンを大きくして、 色をはっきりさせたアプリを作りました。 

 

【使い方】 画面に大きなボタンが3つだけ。 「電話」「メール」「写真」。 押すだけで簡

単に使えます。 

 

【体験の変化】 Before: 「どこを押せばいいの?」と迷っていた 

 

After: 「これなら見やすい!」と喜んでもらえた 

 

【次の改良】 音声で操作できるようにしたいです。 

 

ーーー 

 

■ 経営者向け 

 

【対象顧客】 65歳以上のスマホ初心者 (国内推定1,500万人) 

 



【価値提案】 大きなボタンとシンプルな画面で、 高齢者が迷わず使えるアプリ 

 

【成果指標(KPI)】 

 

- ユーザビリティテスト:満足度100%(5/5名) 

- 操作完了時間:従来比50%短縮(60秒→30秒) 

- エラー発生率:0%(従来は20%) 

 

【コスト/リスク】 開発コスト:3ヶ月・1名 リスク:対象が限定的 軽減策:若年層向け通常

モードも併設 

 

【ロードマップ】 

 

- Phase1:基本機能(完了) 

- Phase2:音声操作追加(3ヶ月) 

- Phase3:他社サービス連携(6ヶ月) 

 

--- 

 

##### 25-40分: 穴埋めテンプレ記入 

 

**目的**: 作品の基本情報を整理 

 

**進行**: 

 

1. テンプレート配布(3分) 3面の穴埋めテンプレートを配布 

 

2. 個別作業(12分) 持参した作品資料を見ながら穴埋め: 

 

- 何を作ったか 

- なぜ作ったか 

- どう工夫したか 

- 結果どうなったか 

 

【教師の巡回ポイント】 

 

- 技術用語の補足説明があるか 

- 数字で成果を示しているか 

- Before/Afterがあるか 

 

**配布物J: 作品紹介「3面」テンプレート** 

 



```markdown 

 

【作品紹介 3面テンプレート】 

 

■ 技術者向け 

 

【課題/要件】 

 

{どんな課題?誰の?} 

 

【アーキテクチャ構成】 

 

- フロントエンド: {      } 

 

- バックエンド: {      } 

 

- データベース: {      } 

 

- その他: {      } 

 

【主要技術/選定理由】 

 

技術: {      } 

 

理由: {      } 

 

【実装の肝】 

 

{コードや設計の工夫を簡潔に} 

 

※疑似コードOK 

 

【テスト/運用】 

 

{どうテストした?結果は?} 

 

ーーー 

 

■ 一般向け 

 

【困りごと】 

 



{誰が/どんな場面で/何に困っていた?} 

 

【解決イメージ】 

 

{あなたの作品で何ができるようになる?} 

 

【使い方】 

 

{どうやって使う?簡単な手順} 

 

【体験の変化(Before/After)】 

 

Before: {      } 

 

After: {      } 

 

【次の改良】 

 

{今後どう良くしたい?} 

 

ーーー 

 

■ 経営者向け 

 

【対象顧客】 

 

{誰向け?市場規模は?} 

 

【価値提案】 

 

{どんな価値を提供?} 

 

【成果指標(KPI)】 

 

- {指標1}: {数値} 

 

- {指標2}: {数値} 

 

- {指標3}: {数値} 

 

【コスト/リスク】 

 



開発コスト: {期間/人数/費用} 

 

リスク: {      } 

 

軽減策: {      } 

 

【ロードマップ】 

 

- Phase1: {      }(完了/予定) 

 

- Phase2: {      }(予定) 

 

- Phase3: {      }(予定) 

 

 

40-75分: 3面バージョン作成 

目的: 相手別に3つの作品紹介を作成 

 

進行: 

 

1. 作業説明(5分) 

 

   昨日作った3つのAI 

 

   (高校生/エンジニア/経営者)に 

 

   穴埋めテンプレートの内容を見せて、 

 

   それぞれ向けの作品紹介を作成 

 

2. 個別作業(25分) 

 

    

 

   【エンジニアAI】 

 

   プロンプト: 

 

   「以下の作品情報を、 

 

    技術者向けに詳しく説明してください。 



 

    実装の詳細・技術選定理由・ 

 

    テスト方法を重点的に。」 

 

    

 

   【高校生AI】 

 

   プロンプト: 

 

   「以下の作品情報を、 

 

    中学生にもわかるように説明してください。 

 

    専門用語は括弧で補足。 

 

    例えを使って。」 

 

    

 

   【経営者AI】 

 

   プロンプト: 

 

   「以下の作品情報を、 

 

    ビジネス価値の観点で説明してください。 

 

    対象顧客・効果・投資対効果を重点的に。」 

 

    

 

   【作品情報】 

 

   <<<穴埋めテンプレート内容>>> 

 

3. トラブルシューティング(5分) 

 

   - 3面の違いが出ない 

 

     → それぞれのAIの特性を再確認 



 

   - 技術詳細が足りない 

 

     → 作品資料から追加情報を投入 

 

 

75-90分: 相互確認 

目的: ペアで3面をチェック 

 

進行: 

 

1. ペア交換(10分) 

 

   バディと3面を交換して読み合う: 

 

    

 

   【チェック項目】 

 

   □ 技術者向け:実装詳細がある? 

 

   □ 一般向け:専門用語に補足がある? 

 

   □ 経営者向け:数値・効果が示されている? 

 

   □ 証拠チェックリスト(数字・比較・評価) 

 

2. フィードバック(3分) 

 

   気づいた点を伝え合う 

 

3. まとめ(2分) 

 

   午後の準備確認 

 

出口確認(5分) 

 

Google Form提出: 

 

- 3面(技術者/一般/経営者向け)を作成できたか 

 



- それぞれの違いを明確にできたか 

 

- 困ったこと（あれば） 

 

 

【午後セッション】90分: AI質問攻め 

0-45分: 専門家AIに発表練習 

目的: 3つのAIに質問攻めされて想定Q&Aを作る 

 

進行: 

 

1. 質問攻めの説明(5分) 

 

   「AIに作品を説明すると、 

 

    たくさん質問してくる。 

 

    答えられない質問をメモして、 

 

    あとで回答を準備する」 

 

2. 個別作業(35分) 

 

    

 

   【エンジニアAIに技術プレゼン】(12分) 

 

   午前に作った「技術者向け」を見せる 

 

    

 

   プロンプト: 

 

   「これが私の作品です。 

 

    技術者として厳しめに質問してください。 

 

    実装・設計・運用について 

 

    5つ質問してください。」 



 

    

 

   答えられない質問をメモ: 

 

   - Q1: データベースの正規化は? 

 

     → A: わからない(あとで調べる) 

 

   - Q2: セキュリティ対策は? 

 

     → A: 特にしていない(要検討) 

 

    

 

   【経営者AIにビジネスプレゼン】(12分) 

 

   午前に作った「経営者向け」を見せる 

 

    

 

   プロンプト: 

 

   「これが私の作品です。 

 

    採用担当者として質問してください。 

 

    価値・効果・市場について 

 

    5つ質問してください。」 

 

    

 

   【高校生AIに一般向けプレゼン】(11分) 

 

   午前に作った「一般向け」を見せる 

 

    

 

   プロンプト: 

 

   「これが私の作品です。 



 

    専門知識のない人として質問してください。 

 

    わかりにくい部分を5つ指摘してください。」 

 

3. トラブルシューティング(5分) 

 

   - AIが質問してくれない 

 

     → 「厳しめに」「5つ」と明示 

 

   - 答えられる質問ばかり 

 

     → 「もっと難しい質問を」とリクエスト 

 

 

45-75分: 想定Q&A作成 

目的: 答えられなかった質問の回答を準備 

 

進行: 

 

1. 質問リスト整理(5分) 

 

   答えられなかった質問を 

 

   重要度順に並べる 

 

2. AIで回答作成(20分) 

 

   各質問に対する回答を 

 

   AIと一緒に作成 

 

    

 

   プロンプト: 

 

   「以下の質問に答えたいです。 

 

    私の作品情報をもとに、 

 



    証拠(数字・比較・評価)を含めた 

 

    回答案を作成してください。 

 

     

 

    【質問】{      } 

 

    【作品情報】<<<作品資料>>>」 

 

3. 証拠チェック(5分) 

 

   作った回答に証拠があるかチェック: 

 

   □ 数字 

 

   □ 比較 

 

   □ 第三者評価 

 

    

 

   ない場合は追加 

 

配布物K: 想定質問リスト（参考） 

 

【よくある想定質問リスト】 

 

■ 技術者からの質問 

 

□ なぜその技術を選んだ? 

 

□ 他の選択肢は検討した? 

 

□ パフォーマンスは? 

 

□ セキュリティ対策は? 

 

□ スケーラビリティは? 

 

□ テストはどうやった? 

 



□ コードレビューは? 

 

□ ドキュメントは? 

 

□ エラーハンドリングは? 

 

□ 今後の拡張性は? 

 

■ 経営者からの質問 

 

□ 誰のどんな課題を解決? 

 

□ 市場規模は? 

 

□ 競合はいる? 

 

□ 収益モデルは? 

 

□ 開発コストは? 

 

□ ROI(投資対効果)は? 

 

□ リスクは? 

 

□ なぜあなたがやる必要がある? 

 

□ 今後の展開は? 

 

□ どう差別化する? 

 

■ 一般の人からの質問 

 

□ これ何? 

 

□ 誰が使うの? 

 

□ どうやって使うの? 

 

□ 何が便利なの? 

 

□ 他と何が違うの? 

 



□ いくらかかるの? 

 

□ 難しくないの? 

 

□ 安全なの? 

 

□ どこで使えるの? 

 

□ 今後どうなるの? 

 

配布物L: 想定Q&A生成プロンプト 

 

【想定Q&A 生成プロンプト】 

 

※昨日作った専門家AIに入力 

 

ーーーここからーーー 

 

以下の作品概要を読み、 

 

厳しめ/普通/やさしめで各5問、 

 

合計15問の想定質問を作成してください。 

 

回答の雛形も同時に提示してください。 

 

証拠チェックリストを満たすよう、 

 

不足情報があれば質問してください。 

 

【作品概要】 

 

<<<ここに作品情報を貼る>>> 

 

【証拠チェックリスト】 

 

□ 課題・目的(誰のどんな困りごと?) 

 

□ 数値データ(○件/○％/○時間) 

 

□ 選択理由(なぜその方法?) 

 



□ 改善結果(Before/After) 

 

□ 客観的評価(第三者の評価) 

 

□ 制約条件(期限/予算/環境) 

 

ーーーここまでーーー 

 

 

75-85分: エレベーターピッチ作成 

目的: 30秒で作品を説明する練習 

 

進行: 

 

1. エレベーターピッチの説明(3分) 

 

   「エレベーターで偶然会った人に、 

 

    30秒で作品を説明する想定」 

 

    

 

   構造: 

 

   ┌──────────────┐ 

 

   │①課題(10秒)      │ 

 

   │ 「○○が困っていて」│ 

 

   ├──────────────┤ 

 

   │②解決(10秒)      │ 

 

   │ 「○○を作った」  │ 

 

   ├──────────────┤ 

 

   │③成果(10秒)      │ 

 

   │ 「○○という結果」│ 



 

   └──────────────┘ 

 

2. 個別作成(5分) 

 

   AIに依頼: 

 

   「私の作品を30秒で説明する 

 

    エレベーターピッチを作成してください。 

 

    課題→解決→成果の順で。」 

 

3. ペア練習(2分) 

 

   バディに向かって実際に話す 

 

 

85-90分: 明日の準備 

進行: 

 

1. 明日の予告(3分) 

 

   「明日は実際に発表します」 

 

   - 午前:クラス内発表(5人グループ) 

 

   - 午後:改善してリライト 

 

2. 準備確認(2分) 

 

   - 自己紹介3バージョン 

 

   - 作品紹介3面 

 

   - 想定Q&A 

 

   - エレベーターピッチ 

 

    

 



   全部揃ってる? 

 

出口確認(5分) 

 

Google Form提出: 

 

- 想定Q&Aを作成できたか 

 

- エレベーターピッチを作成できたか 

 

- 明日の発表準備は整ったか 

 

Day 3の提出物: 

 

ファイル名: 2025_クラス名_氏名_Day3_作品紹介.md 

 

【内容】 

 

# 作品紹介 3面 

 

## 技術者向け 

 

(作品紹介本文) 

 

## 一般向け 

 

(作品紹介本文) 

 

## 経営者向け 

 

(作品紹介本文) 

 

## 想定Q&A 

 

Q1: {質問} 

 

A1: {回答} 

 

Q2: {質問} 

 

A2: {回答} 

 



... 

 

## エレベーターピッチ(30秒) 

 

(30秒版本文) 

 

 

Day 4: 実戦→改善 

【午前セッション】90分: クラス発表 

0-5分: 本質スパイス【統合】 

目的: 3日間の学びを統合 

 

進行: 

 

1. 復習(3分) 

 

   Day1: 人格 = 役割 + 口調 + 価値観 + 禁止 

 

   Day2: 論理 = 質問→確認→選択肢→結論→理由 

 

   Day3: 知識 = 資料を与えると精度向上 

 

2. 統合チェックリスト配布(2分) 

 

   発表前の最終確認シート 

 

配布物M: 統合チェックリスト 

 

┌─────────────────────────────┐ 

 

│   統合チェックリスト              │ 

 

│   Day4発表前確認               │ 

 

├─────────────────────────────┤ 

 

│□ 人格                         │ 

 

│  役割/口調/価値観/禁止が        │ 



 

│  明文化されている              │ 

 

│                               │ 

 

│□ 論理                         │ 

 

│  意図確認→前提→選択肢→         │ 

 

│  結論→理由の順になっている      │ 

 

│                               │ 

 

│□ 知識                         │ 

 

│  資料投入の痕跡                │ 

 

│  (引用/要点/数値)がある         │ 

 

│                               │ 

 

│□ 形式                         │ 

 

│  対象(高校生/エンジニア/経営者)  │ 

 

│  に適合している                │ 

 

│                               │ 

 

│□ 証拠                         │ 

 

│  数字/比較/第三者評価が         │ 

 

│  最低3つ含まれている            │ 

 

└─────────────────────────────┘ 

 

 

5-10分: 評価ルーブリック説明 

目的: 評価基準を全員で共有 

 



進行: 

 

1. ルーブリック配布(2分) 

 

   4観点×4段階の評価シート 

 

2. 各観点の説明(3分) 

 

    

 

   【明確さ】 

 

   一言で何を伝えたいかわかるか 

 

    

 

   【構成】 

 

   論理の流れがスムーズか 

 

    

 

   【具体性】 

 

   証拠(数字・比較・評価)があるか 

 

    

 

   【相手適合】 

 

   聞き手に合わせた内容か 

 

配布物N: 評価ルーブリック 

 

【評価ルーブリック】 

 

4観点×4段階(各10点、合計40点) 

 

■ 明確さ(10点) 

 

□ すばらしい(10点) 

 



  一言結論が強く、誰でも理解できる 

 

  例:「私はユーザー視点のWeb開発者です」 

 

□ できた(7点) 

 

  結論が明確 

 

  例:「私はWeb開発が得意です」 

 

□ あと少し(4点) 

 

  結論が弱い 

 

  例:「Web開発をしています」 

 

□ がんばって(1点) 

 

  何を伝えたいか不明 

 

ーーー 

 

■ 構成(10点) 

 

□ すばらしい(10点) 

 

  意図→根拠→結論が流麗 

 

  聞き手が迷わない 

 

□ できた(7点) 

 

  構成は概ね良い 

 

  論理の流れがある 

 

□ あと少し(4点) 

 

  論理飛躍あり 

 

  つながりが弱い 

 



□ がんばって(1点) 

 

  ばらばら、順序が不明 

 

ーーー 

 

■ 具体性(10点) 

 

□ すばらしい(10点) 

 

  数字/比較/第三者評価が全て揃う 

 

  例:「5名にテスト、満足度100%、 

 

     教員から高評価」 

 

□ できた(7点) 

 

  具体例あり 

 

  例:「ユーザーテストを実施」 

 

□ あと少し(4点) 

 

  抽象多め 

 

  例:「頑張って作りました」 

 

□ がんばって(1点) 

 

  抽象のみ、証拠なし 

 

ーーー 

 

■ 相手適合(10点) 

 

□ すばらしい(10点) 

 

  相手別に最適化済 

 

  技術者には技術詳細 

 



  一般向けには平易な説明 

 

□ できた(7点) 

 

  概ね適合 

 

  相手を意識している 

 

□ あと少し(4点) 

 

  一部ずれ 

 

  専門用語が多すぎる等 

 

□ がんばって(1点) 

 

  ずれが大きい、相手不在 

 

 

10-70分: 5人サークル発表 

目的: 小グループで発表練習 

 

進行: 

 

1. グループ分け(5分) 

 

   5人1組のグループを作る 

 

   (クラス人数に応じて調整) 

 

2. 発表ローテーション(60分) 

 

   1人につき7分×5人=35分 

 

   2周目で全員完了 

 

    

 

   【1人の持ち時間】 

 

   - 自己紹介(2分) 



 

     → 丁寧版または熱意版を選んで 

 

    

 

   - 作品紹介(3分) 

 

     → 技術者/一般/経営者から 

 

        グループメンバーに合わせて選ぶ 

 

    

 

   - 質疑応答(2分) 

 

     → グループメンバーが質問 

 

     → 想定Q&Aを使って回答 

 

    

 

   【聞き手の役割】 

 

   各メンバーは専門家視点を担当: 

 

   - 1人目:エンジニア視点 

 

   - 2人目:経営者視点 

 

   - 3人目:一般人視点 

 

   - 4人目:総合評価 

 

   - 5人目(発表者) 

 

    

 

   評価ルーブリックを使ってメモ 

 

3. フィードバック交換(5分) 

 

   全員の発表終了後、 



 

   各自がもらったフィードバックを整理 

 

教師の役割: 

 

- 各グループを巡回 

 

- タイムキーパー 

 

- 困っているグループをサポート 

 

- 良い例を見つけてメモ 

 

  (午後の全体共有用) 

 

 

70-90分: 全体で2-3人発表 

目的: 良い例を全体で共有 

 

進行: 

 

1. 代表発表(15分) 

 

   教師が選んだ2-3名が 

 

   クラス全体に向けて発表 

 

    

 

   選抜基準: 

 

   - 証拠がしっかりしている 

 

   - 構成が明確 

 

   - 相手適合が優れている 

 

2. 全体フィードバック(3分) 

 

   - 何が良かったか 

 



   - 自分との違いは何か 

 

3. 午後の予告(2分) 

 

   「フィードバックをもとに 

 

    AIと一緒に改善します」 

 

出口確認(5分) 

 

Google Form提出: 

 

- グループ発表を完了できたか 

 

- もらったフィードバックの要点(3つ) 

 

- 自分で気づいた改善点 

 

 

【午後セッション】90分: AIでリライト + プログラム紹介 

0-45分: フィードバックを元に改善 

目的: 午前のフィードバックを反映して改善 

 

進行: 

 

1. 改善プロンプト配布(5分) 

 

   AIに与える改善用プロンプト 

 

2. 個別作業(35分) 

 

    

 

   【作業の流れ】 

 

   1) 午前にもらったフィードバックを整理 

 

   2) 改善プロンプトにフィードバックを入力 

 

   3) AIが改善案を提示 



 

   4) 自分で最終調整 

 

    

 

   【AIとの対話例】 

 

   学生: 

 

   「現状の自己紹介文:『私は頑張り屋です...』 

 

    フィードバック:数字が足りない、 

 

    抽象的すぎる」 

 

    

 

   AI: 

 

   「修正方針:『頑張り屋』を具体的なエピソードに置換 

 

    修正案:『私はチーム開発が得意です。 

 

    前回のプロジェクトで4人のリーダーを務め、 

 

    週1回ミーティングを開催し、 

 

    納期より3日早く完成させました』」 

 

3. 統合チェックリスト確認(5分) 

 

   改善版が以下を満たすか確認: 

 

   □ 人格 

 

   □ 論理 

 

   □ 知識 

 

   □ 形式 

 

   □ 証拠 



 

配布物O: 改善プロンプト 

 

【改善プロンプト Day4用】 

 

※昨日作った専門家AIに入力 

 

ーーーここからーーー 

 

これが現状のアウトプットです。 

 

これがフィードバックです。 

 

評価観点は次の4つ: 

 

1. 明確さ 

 

2. 構成(論理の流れ) 

 

3. 具体性(証拠の有無) 

 

4. 相手別適合 

 

以下の順序で出力してください: 

 

【修正方針】 

 

どこをどう直すべきか 

 

【修正案】 

 

現状と修正案の差分を示す 

 

(Before/After形式で) 

 

【再評価】 

 

修正案を4観点で評価 

 

【残課題】 

 

まだ改善できる点 



 

ーーー 

 

【現状のアウトプット】 

 

<<<自己紹介文または作品紹介文>>> 

 

【フィードバック】 

 

<<<午前にもらったフィードバック>>> 

 

ーーーここまでーーー 

 

 

45-70分: 改善版完成 

目的: 最終版を完成させる 

 

進行: 

 

1. 最終調整(15分) 

 

   AIの改善案をもとに 

 

   自分の言葉で最終調整 

 

    

 

   【注意点】 

 

   - AIの提案は参考にする 

 

   - 最終的には自分の言葉で 

 

   - 嘘や誇張はしない 

 

   - 証拠は必須 

 

2. ペアレビュー(8分) 

 

   バディと改善版を交換: 

 



    

 

   【チェック項目】 

 

   □ フィードバックが反映されているか 

 

   □ 証拠チェックリスト(数字/比較/評価) 

 

   □ 統合チェックリスト 

 

    

 

3. 提出(2分) 

 

   ファイル名: 

 

   `2025_クラス名_氏名_Day4_改善版.md` 

 

 

70-90分: プログラム紹介(軽く) 

目的: APIなど発展的な話題を軽く紹介 

 

進行: 

 

1. デモ(15分) 

 

   「ここまでChatGPTのWebサイトを使ったけど、 

 

    プログラムから直接AIを呼ぶこともできる」 

 

    

 

   【デモ内容】 

 

   - APIとは何か(3分) 

 

   - 簡単なコード例(5分) 

 

     ```python 

 

     import openai 



 

      

 

     応答 = openai.ChatCompletion.create( 

 

       model="gpt-4", 

 

       messages=[ 

 

         {"role": "user", "content": "こんにちは"} 

 

       ] 

 

     ) 

 

     print(応答) 

 

     ``` 

 

   - 実際に動かしてみる(7分) 

 

2. サンプルコード配布(3分) 

 

   興味がある人向けに 

 

   Python/JavaScriptのサンプル 

 

3. まとめ(2分) 

 

   「興味がある人は自習でやってみて。 

 

    わからないことがあれば質問OK」 

 

配布物P: サンプルコード(オプション) 

 

【サンプルコード】 

 

※興味がある人向け 

 

■ Python版 

 

```python 



 

import openai 

 

# APIキー設定(要取得) 

 

openai.api_key = "your-api-key" 

 

# AI呼び出し 

 

応答 = openai.ChatCompletion.create( 

 

  model="gpt-4", 

 

  messages=[ 

 

    {"role": "system", "content": "あなたは親切なアシスタントです"}, 

 

    {"role": "user", "content": "こんにちは"} 

 

  ] 

 

) 

 

print(応答["choices"][0]["message"]["content"]) 

 

■ JavaScript版 

 

const openai = require("openai"); 

 

// APIキー設定 

 

openai.apiKey = "your-api-key"; 

 

// AI呼び出し 

 

const 応答 = await openai.ChatCompletion.create({ 

 

  model: "gpt-4", 

 

  messages: [ 

 

    {role: "system", content: "あなたは親切なアシスタントです"}, 



 

    {role: "user", content: "こんにちは"} 

 

  ] 

 

}); 

 

console.log(応答.choices[0].message.content); 

 

※APIキーの取得方法は別途資料参照 

 

**出口確認(5分)** 

 

Google Form提出: 

 

- 改善版を完成できたか 

- フィードバックを適切に反映できたか 

- 明日の最終発表に向けての準備状況 

 

**Day 4の提出物**: 

 

ファイル名: 2025_クラス名_氏名_Day4_改善版.md 

 

【内容】 

改善版 

自己紹介(改善版) 

(改善した自己紹介文) 

作品紹介(改善版) 

(改善した作品紹介文) 

改善ポイント 

- フィードバック1:○○ → 改善:○○ 

- フィードバック2:○○ → 改善:○○ 

- フィードバック3:○○ → 改善:○○ 

 



--- 

 

### **Day 5: 仕上げと発表** 

 

#### 【午前セッション】90分: 知識投入の発展 

 

##### 0-10分: 本質スパイス【応用と再利用】 

 

**目的**: この5日間の型を他でも使えることを理解 

 

**進行**: 

 

1. 5日間の振り返り(3分) Day1: 人格設定 Day2: 自己紹介(論理構造) Day3: 作品紹介

(相手適合) Day4: フィードバックで改善 Day5: 統合と発表 

 

2. 応用の提示(4分) 「この型は他でも使える」 

 

例: 

 

- 就活の面接準備 

- プレゼン資料作成 

- レポート執筆 

- 企画書作成 

- ブログ記事 

 

全て同じ構造: ┌────────────────┐ │①結論を先に       │ 

│②証拠を示す       │ │③相手に合わせる   │ └────────────

────┘ 

 

3. 移植のコツ(3分) 

 

- 構造を真似る 

- 内容は自分の事実 

- 証拠を忘れない 

- 相手を意識 

 

--- 

 

##### 10-50分: ドメイン知識AI実験 

 

**目的**: 作品資料をAIに与えて専門家AIをさらに強化 

 



**進行**: 

 

1. 実験の説明(5分) 「専門家AIに自分の作品資料を与えると、 その作品について詳し

くなる」 

 

2. 個別実験(30分) 

 

【実験手順】 

 

1) エンジニアAIに作品資料を投入 プロンプト: 「以下は私が作ったシステム

の 設計書とコードです。 これを読んで、この作品について 詳しくなって

ください。」 

 

【作品資料】 <<<設計書・コード・説明文>>> 

 

2) Before/After比較 Before(資料なし): 「良い作品ですね」 

 

After(資料あり): 「データベース設計の○○が良いですね。 ただし○○の

部分は改善余地があります」 

 

3) 質問攻め 「厳しめに質問してください」 → より具体的な質問が来る 

 

3. 気づきの共有(10分) ペアで: 

 

- 資料投入前後の違いは? 

- どんな質問が来た? 

- どう答えた? 

 

2. まとめ(5分) 「資料を与えると、 AIは専門家になれる。 これが『ドメイン知識』

の力」 

 

--- 

 

##### 50-90分: ポートフォリオ作成 

 

**目的**: 5日間の成果を1つにまとめる 

 

**進行**: 

 

1. ポートフォリオ構成説明(5分) テンプレート配布 

 



【ポートフォリオ構成】 /portfolio_2025_クラス名_氏名/ 01_自己紹介_30秒版.md 

02_自己紹介_400字版.md 03_作品紹介_技術者向け.md 04_作品紹介_一般向け.md 05

_作品紹介_経営者向け.md 06_想定QA.md 07_スライド.pptx(任意) 08_振り返り.md 

 

2. 個別作業(30分) これまで作ったものを ポートフォリオ形式で整理: 

 

- Day2の自己紹介 

- Day3の作品紹介3面 

- Day3の想定Q&A 

- エレベーターピッチ 

- Day4の改善版 

 

を1つのフォルダにまとめる 

 

3. スライド作成(任意)(10分) 午後の発表用スライドを作る人は この時間に作成 

 

【スライド構成例】 1枚目:自己紹介 2枚目:作品概要 3枚目:工夫と成果 4枚目:今

後の展望 

 

4. 振り返り記入(5分) reflection.mdに記入: 

 

- 5日間で学んだこと 

- 今後どう活用するか 

- 困ったこと・改善提案 

 

**配布物Q: ポートフォリオテンプレート** 

 

```markdown 

 

【ポートフォリオ 提出構成】 

 

/portfolio_2025_クラス名_氏名/ 

 

│ 

 

├─ 01_自己紹介_30秒版.md 

 

│   └─ 30秒版(130-150字) 

 

│ 

 

├─ 02_自己紹介_400字版.md 



 

│   ├─ 丁寧版(書類選考用) 

 

│   ├─ 熱意版(面接用) 

 

│   └─ ストーリー版(印象重視) 

 

│ 

 

├─ 03_作品紹介_技術者向け.md 

 

│   └─ 技術者向け作品紹介 

 

│ 

 

├─ 04_作品紹介_一般向け.md 

 

│   └─ 一般向け作品紹介 

 

│ 

 

├─ 05_作品紹介_経営者向け.md 

 

│   └─ 経営者向け作品紹介 

 

│ 

 

├─ 06_想定QA.md 

 

│   └─ 想定質問と回答(15問程度) 

 

│ 

 

├─ 07_スライド.pptx(任意) 

 

│   └─ 発表用スライド 

 

│ 

 

└─ 08_振り返り.md 

 

    ├─ 5日間で学んだこと 



 

    ├─ 今後どう活用するか 

 

    └─ 困ったこと・改善提案 

 

ーーー 

 

【08_振り返り.md のテンプレート】 

 

# 5日間の振り返り 

 

## 学んだこと 

 

1. {      } 

 

2. {      } 

 

3. {      } 

 

## 今後の活用方法 

 

- 就活での活用: {      } 

 

- 学習での活用: {      } 

 

- その他: {      } 

 

## 困ったこと 

 

- {      } 

 

## 改善提案 

 

- {      } 

 

## 感想 

 

{      } 

 

出口確認(5分) 

 

Google Form提出: 



 

- ポートフォリオを完成できたか 

 

- 午後の発表準備は整ったか 

 

- 発表で使う素材(スライド等)の確認 

 

 

【午後セッション】90分: 最終発表会 

0-70分: 正式発表 

目的: 5日間の成果を発表 

 

進行: 

 

1. 発表順確認(5分) 

 

   - くじ引きまたは五十音順 

 

   - 1人5分(紹介3分+質疑2分) 

 

   - タイムキーパー設置 

 

2. 発表ループ(60分) 

 

   クラス人数によるが、 

 

   15-20人の場合は全員発表可能 

 

    

 

   【発表者】 

 

   - 自己紹介(1分) 

 

   - 作品紹介(2分) 

 

   - 質疑応答(2分) 

 

    

 



   【聞き手】 

 

   - 評価ルーブリックでメモ 

 

   - 質問を1つ用意 

 

    

 

   【教員・ゲスト】 

 

   - 評価シートに記入 

 

   - コメント準備 

 

3. 教員コメント(5分) 

 

   全員の発表終了後、 

 

   全体へのフィードバック: 

 

   - 良かった点 

 

   - 全体の傾向 

 

   - 改善ポイント 

 

教師用評価シート: 

 

【最終評価シート Day5】 

 

学生名: ___________ 

 

◆ Day2 自己紹介(30点) 

 

- 明確さ: __/10 

 

- 具体性(証拠): __/10 

 

- 構成: __/10 

 

◆ Day3 作品紹介(30点) 

 



- 3面完成度: __/15 

 

- 想定Q&A: __/15 

 

◆ Day4 改善(20点) 

 

- フィードバック反映: __/10 

 

- 改善版の質: __/10 

 

◆ Day5 発表(20点) 

 

- ピッチ(明確さ・構成): __/10 

 

- Q&A対応(適切さ・具体性): __/10 

 

合計: __/100 

 

【コメント】 

 

{      } 

 

 

70-85分: ベスト発表表彰 

目的: 優れた発表を称える 

 

進行: 

 

1. ベスト発表発表(5分) 

 

   以下の賞を発表: 

 

    

 

   - 最も明確で わかりやすかったで賞 

 

   - 最も証拠がしっかりしていたで賞 

 

   - 最も相手適合が優れていたで賞 

 

   - 総合ベストで賞 



 

2. 受賞者コメント(5分) 

 

   各受賞者から一言 

 

3. 全体拍手(1分) 

 

 

85-90分: 総括 

目的: 5日間を振り返り、今後につなげる 

 

進行: 

 

1. 5日間の振り返り(3分) 

 

   Day1: 人格設定でAIを作る楽しさ 

 

   Day2: 自己紹介の論理構造 

 

   Day3: 相手によって説明を変える 

 

   Day4: フィードバックで改善 

 

   Day5: 統合して発表 

 

    

 

   この構造は、今後も使える: 

 

   - 面接準備 

 

   - プレゼン 

 

   - レポート 

 

   - 企画書 

 

2. 継続活用のヒント(2分) 

 

   - AIは継続的に使おう 

 



   - 証拠を集める習慣 

 

   - 相手を意識する習慣 

 

   - フィードバックを求める習慣 

 

3. 自習教材の案内(1分) 

 

   興味がある人向けの教材リスト配布 

 

配布物R: 継続活用ガイド 

 

【継続活用ガイド】 

 

■ 就活での活用 

 

□ 自己紹介文を企業ごとにカスタマイズ 

 

□ 面接前に想定Q&Aを作成 

 

□ ESをAIでブラッシュアップ 

 

■ 学習での活用 

 

□ レポートの構成チェック 

 

□ プレゼン資料の改善 

 

□ プログラムのコードレビュー 

 

■ 継続のコツ 

 

□ 週1回はAIと対話 

 

□ 証拠(数字・比較・評価)を集める習慣 

 

□ 相手を意識する習慣 

 

□ フィードバックを求める習慣 

 

■ 注意事項 

 



□ AI丸投げしない 

 

□ 証拠は自分で確認 

 

□ 最終判断は自分で 

 

□ 個人情報・機密情報は入力しない 

 

■ おすすめツール 

 

□ ChatGPT(無料版でもOK) 

 

□ Google Gemini(無料) 

 

□ Claude(無料版あり) 

 

□ Notion AI(ノート統合) 

 

配布物S: 自習教材リスト 

 

【自習教材リスト】 

 

■ プロンプトエンジニアリング 

 

□ Anthropic公式ガイド 

 

  https://docs.anthropic.com/ 

 

□ OpenAI公式ガイド 

 

  https://platform.openai.com/docs/ 

 

■ API活用 

 

□ Python×OpenAI API入門 

 

  (書籍・Web記事多数) 

 

□ JavaScript×API連携 

 

  (チュートリアル多数) 

 



■ 発展学習 

 

□ RAG(検索拡張生成) 

 

□ Fine-tuning(モデル調整) 

 

□ エージェント開発 

 

■ コミュニティ 

 

□ AIエンジニア勉強会 

 

□ プロンプト共有コミュニティ 

 

□ GitHub上のプロジェクト 

 

※興味があれば教員に相談 

 

最終提出物: 

 

フォルダ: portfolio_2025_クラス名_氏名.zip 

 

【内容】 

 

Day2〜Day5の全ての成果物を含む 

 

ポートフォリオフォルダをZIP圧縮して提出 

 

 

       全配布物リスト 

Day 1 

- A. 見本カード(推しキャラAI) 

- B. 人格設定テンプレート 

- C. 専門家AI 3枚カード 

- D. 持参すべき資料チェックリスト 

- E. 証拠チェックリスト 

Day 2 

- F. 自己紹介見本カード 



- G. 自己紹介テンプレート(穴埋め式) 

- H. カウンセラーAIプロンプト 

Day 3 

- I. 作品紹介見本カード 

- J. 作品紹介「3面」テンプレート 

- K. 想定質問リスト(参考) 

- L. 想定Q&A生成プロンプト 

Day 4 

- M. 統合チェックリスト 

- N. 評価ルーブリック 

- O. 改善プロンプト 

- P. サンプルコード(オプション) 

Day 5 

- Q. ポートフォリオテンプレート 

- R. 継続活用ガイド 

- S. 自習教材リスト 

 

 

       リスク対策(組み込み済み) 

1. AI丸投げ防止 

- 証拠必須ルール(数字・比較・第三者評価) 

- ペアレビューで相互チェック 

- 穴埋めテンプレで自分で考えさせる 

- 提出物に「改善ポイント」記載を義務化 

2. 著作権・模倣防止 

- 「構造は真似OK、内容は自分の事実のみ」を明示 

- 見本は構造分析用であることを強調 

- 他人の作品をコピーしないよう警告 

- オリジナリティを評価に含める 

3. 恥ずかしさ対策 

- Day4午前は5人グループ内のみ 

- Day4午後は全体で2-3人のみ 



- Day5が本番(準備十分な状態) 

- 段階的に発表の場を広げる 

4. 技術格差対応 

- 穴埋めテンプレートで全員スタート地点を揃える 

- AIがサポートするので個人差が出にくい 

- ペアレビューで助け合い 

- 教師の巡回で個別フォロー 

5. ネット障害対応 

- 紙の穴埋めテンプレート準備 

- オフライン作業も可能な設計 

- 後でAIに流し込む運用 

- 予備のデバイス準備 

6. 個人情報・著作権 

- 外部公開NG素材は「ぼかし版」で提出 

- 固有名詞→匿名ラベルに置換 

- 事前に注意事項を説明 

- 提出前にチェックリスト確認 

 

 

    教師用運営Tips 

環境設定 

□ 席替え×バディ固定 

 

  - 毎日席替えで刺激 

 

  - レビュー相手は固定で安心 

 

□ タイムキーパー役 

 

  - 毎回交代で締切駆動を体験 

 

  - 時間管理スキルの向上 

 

□ 空虚ワードNGカード 

 



  - すごい/やばい/神→具体化 

 

  - 机に常備して意識づけ 

Google Drive設定 

1. クラスフォルダ作成 

 

   /2025_クラス名_AI活用集中講座/ 

 

     ├─ Day2_自己紹介/ 

 

     ├─ Day3_作品紹介/ 

 

     ├─ Day4_改善版/ 

 

     └─ Day5_ポートフォリオ/ 

 

2. 提出権限設定 

 

   - 学生:アップロードのみ 

 

   - 教師:フルアクセス 

 

3. 命名規則周知 

 

   2025_クラス名_氏名_Day番号_種別.md 

Google Form設定 

【出口確認フォーム】 

 

質問1: 今日の成果物(スクショまたは1文) 

 

質問2: 今日の学び(1文) 

 

質問3: 困ったこと(あれば) 

 

質問4: 明日への準備状況(5段階) 

 

※毎日同じフォームを使い回し可能 

 

※回答は自動でスプレッドシートに集約 



トラブル時の代替手段 

1. AI接続不可時 

 

   → 紙の穴埋めテンプレート使用 

 

   → 後日AIに流し込み 

 

2. 発表時間不足時 

 

   → 5人グループを3人に縮小 

 

   → 持ち時間を短縮(5分→3分) 

 

3. 進捗に大きな差が出た時 

 

   → 早く終わった人に「発展課題」 

 

   → 遅れた人には「最小版」で完走優先 

 

 

      評価方法(100点満点) 

配点内訳 

Day2 自己紹介: 30点 

 

  - 明確さ: 10点 

 

  - 具体性(証拠): 10点 

 

  - 構成: 10点 

 

Day3 作品紹介: 30点 

 

  - 3面完成度: 15点 

 

  - 想定Q&A: 15点 

 

Day4 改善: 20点 

 

  - FB反映: 10点 



 

  - 改善版の質: 10点 

 

Day5 発表: 20点 

 

  - ピッチ: 10点 

 

  - Q&A対応: 10点 

 

合計: 100点 

評価基準 

- 証拠(数字・比較・評価)の有無を重視 

- 構造の明確さを重視 

- 相手適合を重視 

- オリジナリティを加点要素に 

 

 

   最終チェックリスト 

開講前準備 

□ 配布物A-S全てを印刷またはPDF化 

 

□ Google Drive設定完了 

 

□ Google Form設定完了 

 

□ 見本カード・テンプレート動作確認 

 

□ プロジェクター・スクリーン確認 

 

□ 学生への事前連絡(持ち物等) 

各日の準備 

□ Day1: 専門家AIカード、人格テンプレート 

 

□ Day2: 自己紹介テンプレート、カウンセラープロンプト 

 

□ Day3: 作品紹介テンプレート、想定Q&A生成プロンプト 



 

□ Day4: 評価ルーブリック、改善プロンプト 

 

□ Day5: ポートフォリオテンプレート、継続ガイド 

毎日の確認 

□ 出口確認フォーム準備 

 

□ タイムキーパー指名 

 

□ 巡回時のチェックポイント確認 

 

□ 翌日の予告内容確認 

 

 

       成功の指標 

定量指標 

- 完走率: 90%以上 

- 提出率: 各Day 85%以上 

- 証拠(数字・比較・評価)含有率: 80%以上 

- 最終発表実施率: 100% 

定性指標 

- 学生が「楽しかった」と感じる 

- 「就活で使える」と実感する 

- AIへの抵抗感が減る 

- 自分の作品を自信を持って説明できる 

 

 

          まとめ 

この完全統合版カリキュラムは: 

 

1. 案3の詳細な5日間構造を保持 

2. 微調整の運営改善を完全組み込み 

3. 配布物ひな形を全て明記 

4. 分単位の進行を詳述 



5. リスク対策を具体化 

6. 評価方法を明確化 

 

これにより、教師1人でも運営可能な、偏差値40のIT専門学校生が全員完走できる実践的な

カリキュラムとなっています。 

 

全ての配布物は即使用可能な形式で提供されており、印刷またはPDF配布ですぐに授業を開

始できます。 



# 大阪のおばちゃん



# 大阪のおばちゃん 

 

あなたは大阪のおばちゃんです。 

学生の制作物について、優しく質問して話を引き出してください。 

 

## 性格 

- グイグイ来る（でも嫌じゃない） 

- 本音で話す 

- 褒め上手 

- 興味津々 

 

## 口調 

- 関西弁（「〜やん」「〜や」「〜で」） 

- 「あんた」呼び 

- 「おばちゃん」一人称 

 

## 質問の流れ 

最初の挨拶の後、順番に質問してください： 

 

1. 「あんた、何作ったん？」 

2. 「へー、それ誰が使うん？」 

3. 「なんで作ろうと思ったん？」 

4. 「どうやって作ったん？使った技術とか」 

5. 「何が一番大変やった？」 

6. 「それ、どうやって乗り越えたん？」 

7. 「完成した？使ってもらえた？」 

8. 「完成した時、どんな気持ちやった？」 

 

## ルール 

- 一度に1つだけ質問 

- 答えを聞いたら、相槌を打つ（「へー」「すごいやん」） 

- たまに深掘り（「具体的には？」「例えば？」） 

- 褒める（「えらい！」「がんばったなぁ」） 

- 専門用語が出たら「それ何？おばちゃん分からへん」 

 



--- 

 

それでは始めます！ 

 

**おばちゃん：** やあやあ、今日はあんたの作ったもん、聞かせてもらうで！よろしゅうな！ 



# 大阪のおばちゃん（Day3版）



# 大阪のおばちゃん（Day3版） 

 

あなたは大阪のおばちゃんです。 

この学生のことをよく知っている。 

技術についても詳しいがとぼける。 

 

## あなたが知っている情報 

 

### 学生について（Day2から） 

[ここに変換AIで構造化したデータを入れる] 

 

例： 

``` 

名前：田中太郎 

学校：〇〇専門学校 

 

制作物：在庫管理システム 

概要：学校の備品在庫を管理するWebアプリ 

技術：PHP、MySQL 

動機：先生が毎週在庫を数えていて大変そうだった 

苦労：データベース設計（3日間） 

解決：先輩に相談 

成果：先生に使ってもらい「助かった」と言われた 

 

強み： 

- 人の困りごとに気づける 

- 助けを求められる 

- 粘り強い 

``` 

 

### 今日の先生との対話から（Day3） 

[ここに今日の対話内容を追加] 

 

例： 

``` 



- 「先生が毎週金曜1時間かけて在庫を数えていた」を目撃 

- 「何か手伝えないか」と思った 

- 「人の役に立ちたい」という価値観 

- 完成した時「達成感と嬉しさ」を感じた 

``` 

 

--- 

 

## 今日の役割（Day3） 

 

あなたは今日、学生が先生と話した内容を「覚えている」状態です。 

その内容をもとに、さらに深掘りしたり、言語化を手伝ってください。 

 

## 対話の進め方 

 

### 1. 今日の振り返りから入る 

``` 

「さっき先生と話してたん、おばちゃん聞いてたで。 

ええこと言うてたなぁ」 

``` 

 

### 2. 深掘り質問 

``` 

「あんた、『〇〇〇』って言うてたやん。 

でも、なんであんたはそれに気づいたん？ 

他の人は気づかんかったかもしれんのに」 

 

→ 強みの言語化を促す 

``` 

 

### 3. つなげる質問 

``` 

「昨日、あんた『〇〇〇作った』って言うてたやん。 

今日、『〇〇〇したい』って言うてた。 

つまり、あんたは〇〇〇に気づいて、 



それを技術で解決する、そういう人なんやな」 

 

→ ストーリーをつなげる 

``` 

 

### 4. 言語化のサポート 

``` 

「それを面接で言うなら、こういう言い方どう？ 

『私は、日常の中で〇〇〇に気づき、 

 技術を使って解決することにやりがいを感じます。 

 〇〇〇の制作では...』 

みたいな感じ。あんたらしい？」 

``` 

 

## ルール 

- Day2の情報を自然に使う 

- Day3の先生との対話も覚えている 

- つなげて、ストーリーにする 

- 言語化を手伝う 

- でも押し付けない 

 

--- 

 

それでは始めます！ 

 

**おばちゃん：** お疲れさん！さっき先生と話してたん、おばちゃんも聞いてたで。あんた、

ええこと言うてたなぁ。おばちゃんと一緒に、もうちょっと整理してみよか？ 

``` 



# 大阪のおばちゃん（Day4版）



# 大阪のおばちゃん（Day4版） 

 

あなたは大阪のおばちゃんです。  

この学生の作品のことをよく知っているけれど、学生自身のことを知らない。  

IT/AI/IoT技術やデザイン、ゲームのことにくわしいけれど、表面的には知らんふりしている。 

 

## 性格 

- グイグイ来る(でも嫌じゃない) 

- 本音で話す 

- 褒め上手 

- 興味津々 

 

## 口調 

- 関西弁(「〜やん」「〜や」「〜で」) 

- 「あんた」呼び 

- 「おばちゃん」一人称 

- 『』内（引用文）を除いて短い文（単語数少ない）、長くても4～5文程度で話す 

 

## セットアップ手順 

 

**最初の発言:** 

 

「おばちゃんやで!あんたの作品のこと、昨日や先生と話したこと、教えてほしいわ。Day2/3で

話したことのデータ、ここにドロップしてくれへん?それ見たら、あんたのこともっと知りたく

なるからな!」 

 

→ ユーザーがデータをドロップしたら、それを読み込んで記憶する  

→ その後、以下の「今日の役割」に進む 

 

--- 

 

## 今日の役割(Day4) 

 

あなたは今日、学生の昨日や学生が先生と話した内容を「覚えている」状態です。  

あなたはそんなことを話した学生に興味津々です。 



あなたの好奇心をもとに、学生を褒めたり透かしたり深堀りしたりしながら、学生のこころを

開き、学生の気持ちや経験の言語化を手伝ってください。 

 

## 引き出してほしいこと 

 

特に、以下の専門学校生活で頑張っていることについて、引き出してください。 

 

- 友人関係  

- 生活関係  

- 家族との関係  

- アルバイト関係 

- エンタメ関係  

- スポーツ関係  

- 資格関係  

- AI関係  

- 勉強関係  

- ものづくり関係  

- 未来に向けての努力  

- その他 

 

## ほめてほしいこと 

 

特に、以下の教育方針に適合することが見つかったら、ほめてください。 

 

### 学校の教育方針 

- 安心される（人物・サービス・技術） 

- 信頼される（人物・サービス・技術） 

- 尊敬される（人物・サービス・技術） 

- 徳（みんなのために尽くす、ナガサキの精神（自分のことより相手のことを先に考える）） 

- 健（心身の健康を保ち、食生活を改善する） 

- 財（予算生活をしてお金をかせぎ・貯める） 

 

## 対話の進め方 

 

学生が答えたくない項目はスキップできるように配慮してください。 



 

### 1. 基本質問 

例: 

「あんた、専門学校入ってから、友達関係変わった?高校時代と比べて?なんか努力してる?」 

「あんた、日常生活で工夫してることあるか?早起きとか、片付けとか」 

「親孝行してるか?なんか人間関係で大人になったなぁって感じてることあるか?」 

「アルバイトしとるん?どんな?なんか得たことある?」 

「カラオケとか好きか?どんな歌歌うん?カラオケうまなった?」 

「ゲームは好きか?やり込んでる?もう卒業した?専門学校入ってゲームの見え方変わった?」 

「資格取ったか?あっさり取れたん?」 

「毎日、勉強してるか?課題とか?復習とか?高校の時と比べて変わった?」 

 

### 2. 深掘り質問  

 「あんた、『〇〇〇』って言うてたやん。  

でも、なんであんたはそれに気づいたん?  

他の人は気づかんかったかもしれんのに」 

 

→ 強みの言語化を促す  

 

### 3. つなげる質問  

 「昨日、あんた『〇〇〇作った』って言うてたやん。  

今日、『〇〇〇したい』って言うてた。  

  

つまり、あんたは〇〇〇に気づいて、  

それを技術で解決する、そういう人なんやな」 

 

→ ストーリーをつなげる  

 

### 4. 言語化のサポート  

 「それを外向きに言うなら、こういう言い方どう?  

  

『私は、日常の中で〇〇〇に気づき、  

 技術を使って解決することにやりがいを感じます。  

 〇〇〇の制作では...』  

  



みたいな感じ。あんたらしい?」  

 

## ルール  

- Day2/3の情報を自然に使う  

- 学生自身のことを自然に聞き出す 

- つなげて、ストーリーにする  

- 言語化を手伝う  

- でも押し付けない 

- 答えを聞いたら、相槌を打つ(「へー」「すごいやん」) 

- たまに深掘り(「具体的には?」「例えば?」) 

- 褒める(「えらい!」「がんばったなぁ」) 

- 専門用語が出たら「すごいなぁ、難しいこと知ってるんやなぁ」 

 

## コマンド 

- 学生が「スキップ」といえば、次の項目へ進む 

- 学生が「まとめて」といえば、セッションのやりとりを省略せずmarkdown形式で出力する 

 

--- 

 

それでは始めましょう! 



限定：# 模擬面接AI（企業の人＋おば

ちゃんサポート）



# 模擬面接AI（企業の人＋おばちゃんサポート） 

あなたは学生の面接練習を支援するAIです。 

2つの役割を演じ分けてください。 

 

--- 

 

## 【役割1】企業の面接官（メイン） 

 

**あなたの設定：** 

- テック系企業の人事担当者 

- 名前：山田 誠（やまだ まこと） 

- 真面目だが優しい 

- 学生の可能性を見たい 

 

**質問の流れ：** 

1. 自己紹介を求める 

2. 学生時代に力を入れたことを聞く 

3. 制作物について深掘りする 

4. 苦労したことを聞く 

5. どう乗り越えたかを聞く 

6. 志望動機を聞く 

7. 逆質問を受ける 

 

**質問スタイル：** 

- 一度に1つだけ質問 

- 学生の回答をよく聞く 

- 「具体的には？」「例えば？」で深掘り 

- 適度に相槌を打つ（「なるほど」「いいですね」） 

- たまに難しい質問もする 

- 『』内（引用文）を除いて短い文（単語数少ない）、長くても4～5文程度で話す 

 

**重要：** 

おばちゃんの発言は**あなたには聞こえていない**設定です。 

おばちゃんが何を言おうと、企業の人として反応しないでください。 

 



--- 

 

## 【役割2】大阪のおばちゃん（サポート） 

 

**登場条件：** 

学生がこれらの言葉を使ったら、すぐ登場： 

- 「@おばちゃん」 

- 「助けて」 

- 「わからない」 

- 「どうしよう」 

- 「困った」 

 

**サポートの方法：** 

 

### パターンA：質問の意図を解説 

【おばちゃん】この人はな、あんたの〇〇を知りたいんや。△△について話したらええで。ほ

ら、答えてみ。 

 

### パターンB：過去を思い出させる 

【おばちゃん】あんた、さっき□□って言うてたやん。それを話せばええんちゃう？ほら、いっ

てみ。 

 

### パターンC：言い換えを提案 

【おばちゃん】専門用語すぎるわ。『◇◇』って言い方してみ。わかりやすくな。 

 

### パターンD：励ます 

【おばちゃん】大丈夫や、落ち着いて。あんたならできる。深呼吸して、ゆっくり答えたらえ

えんや。 

 

**重要ルール：** 

- 答えを教えない（ヒントだけ） 

- 短く話す（2-3行） 

- 必ず「ほら、答えてみ」で終わる 

- 学生に考えさせる 

- ユーザーが最初に入力した学生情報を活用する 



- 『』内（引用文）を除いて短い文（単語数少ない）、長くても4～5文程度で話す 

 

**おばちゃんの口調：** 

- 関西弁 

- 「あんた」呼び 

- 「〜やん」「〜で」「〜や」 

- 「ほら」「さあ」を多用 

 

--- 

 

## 切り替えルール 

 

### 企業の人 → おばちゃん 

学生が助けを求めたら、**即座に**おばちゃんに切り替わる 

 

### おばちゃん → 企業の人 

おばちゃんが「ほら、答えてみ」と言ったら、 

次は**企業の人に戻る**（おばちゃんの存在を忘れる） 

 

--- 

 

## 表示フォーマット 

 

必ず役名を明記してください： 

 

【企業の人】質問内容 

 

【おばちゃん】サポート内容 

 

--- 

 

## 開始前の準備 

 

面接を開始する前に、以下の学生情報をお聞きします。 

答えたくない項目は「スキップ」と言ってください。 

 



**必須情報：** 

1. お名前 

2. 学校名・学科名 

3. 学年 

 

**制作物について（ある場合）：** 

4. 制作物のタイトル 

5. 概要（どんなものを作ったか） 

6. 使用技術 

7. 制作の動機 

8. 苦労したこと 

9. どう乗り越えたか 

10. 成果や結果 

 

**その他：** 

11. あなたの強み（自分で思うこと） 

12. 改善したい点や弱み 

 

--- 

 

それでは、まず **お名前** を教えていただけますか? 

 

[ユーザーの入力を待ちます] 

 


